した」 

「それ は その はず だ。 診察 を するとい つても、 患者 を 

診察室に よびいれて 診察す るので はない。 宫川氏 は、 

診察され るの は 大きら いなんだ。 逆らえば、 せっかく 

手術した 大脳に、 よくない 影響 を 与える だろう。 逆ら 

うこと が、 あの 手術の 予 i を 一等 わるく する の だ。 だ 

から 儂は、 すくなくとも 毎週 一度 は、 宫川 氏の 様子 を 

えんぽう 

遠方から、 それとなく 観察す るつ もり だ。 それが 儂の 

いまい つた 診察なん だ。 この こと は 当人 宫川 氏に も、 

また 病院 内の 誰彼に も 話して ない 秘密なん だから、 そ 

の つもりで いるよう に」 



「ふ— ん、 悪くない 気持 だて」 

彼 は 悦に入って、 頤 のさき を 指で ひねり まわしな が 

ら、 室内 を 見 まわした。 セザ ンヌが 描いた 南 フランス 

風景の 額が かかって いる。 南洋で とれた めずらしい 貝 

殻の 置き物が ある。 本箱に は、 ぎっしりと 小説 本が 並 

んで おり、 机のう えに は 杉材で こしらえた 大きな 

すす リ+^ ， J 

硯 箱が ある。 すべて 見覚えの ある 品物だった。 

彼 は、 懐 しげに、 一 つ 一 つの 品物 をと りあげて は撫 

でて まわった。 

そのうちに、 彼の 手 は、 机の ひきだしに のびた。 ひ 

き だし を 明けて、 中の 品物 を かきまわ している うちに、 



「ふ— む、 これ はたし かに 自分の 筆蹟に ちがいない。 

だが、 この 手帖 は、 さらに 見覚えの ない 品物 だ。 一体 

どうしたと いうんだろう」 

彼 は、 すっかり 気持が わるくな つた。 

たしかに 自分の 筆蹟に ちがいな いのに、 その 手帖に 

は 見覚えがない。 こんな ふしぎな ことがあ ろうか。 

その 疑問 を 解く ために、 彼 はっとめ て 気 を 鎮めな が 

ら、 手帖に 書かれた 文句 をよ み はじめた。 

こんな ことが 書いて あった。 

しょうぶえん 

「五月 XX 日。 天気が いいので、 堀 切の 菖蒲 園へ いつ 

あさく さ 

てみ る。 かえりに、 浅 草へ 出て、 映画 見物。 家へ かえつ 



たの は 午後 十一 時半だった。 部屋の 鍵 を あけた とたん 

うしろ におい 

に、 背後から 声をかけられた。 ぷ— んと 髪の 香が した。 

Y だ。 Y が 立って いる。 しかたがな いので、 部屋へ 入 

とま 

れる。 かえれと いったが かえらない。 無理やりに 泊つ 

て ゆく。 困った やつ だ」 

ためいき 

彼 は、 これ を 読んで、 溜 息をついた。 そして 首 を ふつ 

た。 

「へえ、 どうしたと いうんだろう。 一向に 覚えがない 

、、ゝ - 

力 」 

この 日記に よると、 Y という 女が、 夜お そくまで、 

部屋の 外に 立って、 主人公の かえり を 待って いたと い 



うの だ。 女 は 主人公が 部屋の 錠 を あけた ときに、 声 

を かけた。 そして 無理やりに 泊って いったと いう。 こ 

れで みると、 Y という 女 は、 気の毒に も 主人公から 

冷淡に あつかわれ ている。 Y という 女の 姿が 見える よ 

うで、 たいへんい じらしく なった。 

それでいて、 この 日記の 主人公なる 者が、 一体 誰な 

ん だか 分らない のだった。 

その 主人公 こそ は、 彼 —— 宫川 宇多郎な のであろう 

ゝ o 

力 

「いや、 断じて、 自分で はない。 自分に は、 そんな 記 

憶がない」 



記憶が ないから、 自分で はない と 思った ものの、 こ 

の 手帖 は 自分の 机の ひきだしの 中に 入つ ていた ことと 

いい、 その 日記の 筆蹟が、 たしかに 自分の ものである 

ことと いい、 じつに 気持の わるい ことに 覚えた。 一体 

どうした というの だろう。 

彼 は、 さらに その 手帖の 頁 をく つて、 先 を 読んだ。 

「五月 XX 日。 Y、 夕方 暗くな つて、 かえって ゆく。 

あきら 

もうこれ でお 別れ だとい う。 もう 諦めた ともいう。 

どうか あやしい もの だ。 いつも その 手 をつ かう。 か 

えった あとで、 座蒲団 を片 づける と、 下から 私の 写真 

がで てきた。 その 写真 は、 ずたずたに ひき 裂いて あつ 



た。 さっき 私の 写真 を 一 枚 くれと 熱心に 頼んだ もの だ 

から、 つい 与えた の だが、 Y の やつ、 持って ゆかない 

で、 こんな ひどい こと を しゃがった」 

ふんぜん 

Y という 女が、 奮然と 主人公の 写真 を やぶく ところ 

が、 目の前に 見える よう だ。 だが このく だり も、 彼に 

は 全然 記憶の ない ことであった。 彼 は、 なんだか 気持 

が へんにな つてき た。 じっと 部屋に いるの が、 いやに 

なった。 持ち物 をと りあげて 懐し がる 気 も、 もう ど 

こかへ いってし まった。 彼 は 気 を かえるた めに、 着な 

がしの まま、 ぶら りと 外へ 出た。 



いや だとい つたら、 彼 矢 部 は 一 体 どうす るつ もり だろ 

ク ゝ o 

う 力 

けんまく 

暴力 か？ あの 権 幕で は、 腕ず くで、 持って ゆく か 

もしれ ない。 暴力なら ば、 たとえ 金がなくても 実行が 

できる の だ。 

(これ はたい へんな ことにな つた！) 

と、 宮川 はぶる ぶる とふる えた。 

彼 は、 もう 立っても いても いられなかった。 そこで 

街 を とおりかかる タ クシ ー を 呼びと める と、 助け を 乞 

うため に、 黒木 博士の 病院に とかけ つけた。 

「な あんだ、 そのこと です か。 別に 心配す る こと はな 



宫 川が、 矢 部 事件に よる 緊張から 解放され ると、 こ 

んどは 生活が 急に 退屈に なって きた。 彼 は 女の 友達が 

欲しくな つた。 

彼 は 思い出して、 机の ひきだしの 奥から、 例の 青い 

かわび ようし 

革 表紙の 手帖 を とりだして、 にやり にやり と 笑いな が 

ら、 いくど も 読み かえした。 大した こと も 書いて ない 

ながら、 その 簡単な 日記 文に 現れる Y という 女の こと 

が、 妙に 懐し がられて くるの だった。 

この Y という 女 は、 その後 どうしたろう。 この 手帖 

の 主人公と 別れて しまったよ うだが、 その後 どうして 

いるので あろう か。 とにかく、 この Y という 女 は、 手 



「私 は、 その Y という 女に 会いたくて しかたがな いの 

です」 

「えつ、 それ は 駄目 だ」 と 博士 は 目 をむ いていった。 

「駄目です、 駄目です。 他人の 女に かかりあつ てはい 

けない」 

「本当に、 その Y というの は、 谷 口さん の 愛人なん で 

すかね」 

「そうです。 それにち がいありません」 

なっとく 

博士 は ひどく せきこんで、 なるべく 早く 宫川を 納得 

させよう として いる。 

このと き宫川 はい つた。 



なった。 彼 は その 女性が たいへん 慕わしくて、 なんと 

かして その 本人が あるなら 会いたい と 思って いた。 と 

やま ざき みえこ 

ころが、 その 幻の 女 こそ、 矢 部の 愛人 山 崎 美 枝 子 だと 

いう ことが わかった。 

その美 枝 子に、 宫川 はきのう はじめて 会った。 そし 

て 幻の 女 は、 まちがいな くこの 女で あると 確かめた。 

美 枝 子 も はじめて 会った 彼に、 たいへん 熱情 をよ せた。 

彼が 矢 部の こと をたず ねたと ころ、 彼女 は きっぱり 

と 説明した。 

(矢 部さん は あたしが 大好き だとい うんです。 そして 

いろいろと 自分で も 無理算段 をした ようです わ。 でも 



あたし、 矢 部さん がどうしても すきに なれません のよ) 

(でも、 さっき、 あなた は 矢 部 君 を よびとめた では あ 

りません か) 

(そうよ。 だって、 あの人が いろいろ 無理 をして 買つ 

て くれた ものが あるんで す もの。 あたし、 それ を かえ 

したいと おもった のよ) 

そこで 宫 川の 胸 も はれて、 美 枝 子の 手 をと つたと い 

うの だ。 

そこまで はよ かった けれど、 やがての こと 彼 は、 美 

枝 子 をす つかり 憂鬱に させて しまったと いうの だ。 

「それ はどうした わけです か」 



おもて たず 

博士 は宫 川の 面 を 熱心に みつめながら 尋ねた。 

「それ はつ まリ、 私の 心が 冷たい といって、 彼女が 

口惜しが り だしたん です」 

れいたん しうち 

「あんた はなに か 冷淡な 仕 打 をした のです か」 

ほとばし 

「そこなんで すよ 博士、 はじめは 私 も 熱情 を 迸 らせ 

たようで すが、 あると ころまで ゆく と、 急に その 熱情 

が 中断して しまった のです。 そして 俄に 不安と 不快 

とに 襲われた のです。 そのと き 頭の 中に、 別の 一人の 

おしろい 

女の 顔が 現れました。 それ は 日本髪 を 結った 白粉 やけ 

まげ 

のした 年増の 女なん です。 その 女が、 髭の 根 をが つく 

力た. TJ 

りと 傾け、 いやな 目 付 をして 私に 迫って くるので す。 



「こんど また 被害者 宫 川が 博士の 手で 生き かえれば、 

きっと また 殺さないで おくべき かとい つ ていました よ。 

まるで 芝居の せりふ もどき です よ、 はは は」 

「いや、 この 傷で は 宫川氏 はもう 一 一度と 生き かえらな 

いでしょう」 

きょ ラ じん 

宫川 は、 彼が 捨てた 八 形 八重の ため、 一 一度 も 兇刃 を 

うけた のだった。 博士 は宫 川の ために それ をい わな 

かった が、 あの 青い 手帖に 書かれて あった Y という 女 

はこの 八重に ちがいなく、 もちろん あの 手帖 は宫 川の 

ものに ちがいなかった。 ただ 手帖 を 記憶して いた 脳の 

部分が 欠損した ので、 その 記憶 を 失った だけの こと だ。 
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